


 

20世紀前半 東アジアにおける人の移動
人文研アカデミー／連続セミナー　

20世紀の前半、日本が朝鮮半島を植民地として支配していた時期に、東アジアでは大きな規

模で人の移動が起こった。日本が「帝国」としてこの地域を支配下に置いたこと、各地域の社

会や経済にも大きな変動が生じたことなどがその背景にある。日本、朝鮮、中国東北地方にま

たがる人の移動は一方的なものではなく、相互に連関しながら双方向に起こったものであった。

現在の在日韓国・朝鮮人、中国朝鮮族にもつながる東アジアにおける人の移動の歴史を考える。

●「朝鮮人の国外移住と日本帝国」
 （岩波講座『世界歴史』第19巻、1999年）
●『『創氏改名ー日本の朝鮮支配の中でー』
 （岩波新書、2008年）ほか

●特別講演会
「1893年シカゴ万国宗教者会議と日本仏教」　

奥山直司（高野山大学教授） 
2012年 5月18日（金曜）
18:00～20:00
人文科学研究所本館・セミナー室１ 

講師
日時

会場

水野 直樹
みずの・なおき（教授）

主要業績京都大学人文科学研究所

●「三・一運動期における朝鮮在住日本人社会の対応と動向」
 （『人文学報』第92号、2005年）
●『満洲地域　本邦人在留禁止関係雑件
 （海外の 韓国独立運動史料・34）』
 （解説・編訳／韓国語、国家報勲処、2009年8月）ほか

李　 昇燁
イ・スンヨプ（准教授）

主要業績佛教大学歴史学部

●『戦前期の在日朝鮮人と参政権』
 （明石書店、1995年）
●『日本の朝鮮植民地支配と警察』
 （校倉書房、2009年）ほか

松田 利彦
まつだ・としひこ（准教授）

主要業績国際日本文化研究センター

●『韓国，没有中国城的国家』
 （中国語、共著，清華大学出版社、2006年）
●『朝鮮華僑と近代東アジア』
 （京都大学学術出版会、2012年5月末出版予定）ほか

李　 正煕
イ・ジョンヒ（教授）

主要業績成美大学経営情報学部
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市バス「農学部前」下車 徒歩1分／「百万遍」下車 徒歩5分
京阪電鉄「出町柳駅」下車 徒歩15分


